
学校におけるICTの活用
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第2回総合教育会議における議論
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■1人1台パソコンの活用に関する児童生徒へのアンケート

○教員が1人1台パソコンを活用しないために、学習機会や活用能力の育成が進まない

ことは問題である。

○教員がまず使ってみる段階へ進むことが重要。迅速に取り組む必要がある。

○ 1人1台パソコンを活用していない教員への直接のアプローチが必要である。

■1人1台パソコン活用の取組状況に関する意見

週1回以上の授業での活用 小学校94.6% 中学校81.1%
調査時期：令和5年10月～11月

対象学年：小学校６年生及び中学校３年生



２

活用していない教員への対応

【総合教育会議以降】

＜ 活用したことがない教員の把握と直接的アプローチの実施 ＞

▸学校長から教員に授業での使用を働きかけ
▸指導主事やインフルエンサーが学校訪問し、授業での使用の働きかけや教員の授業等に参加

【現在の状況】

教員が実際に授業で1人1台パソコンを使用
＜全ての教員が1人1台パソコンを使用＞

【今後の展開】

GIGAスクールの推進による教育効果の最大化の実現に向け、
1人1台パソコンを「慣れる、使う」段階から「活用する」段階へステップアップ



「活用する」段階へのステップアップ

■子どもの学びの質を高めます
1人1台パソコンを日々の授業で積極的に活用することで、
子どもの学びの状況に応じた取組や、子どもたちが一緒に考
え、そして、より深く学ぶ機会を増やします。

■ICT機能を効果的に活用します
視覚や読字に課題がある子どもに対して文字読みあげ機能
を活用した学習方法を取り入れるなど、ICT機能を効果的
に活用できる機会を増やすことで、多様な子どもに応じたき
め細かな対応を実現します。

■業務の効率化、共有化を図ります
各学年、各教科のICTを活用した具体的な授業事例を全
学校で共有し、全ての教員がいつでも閲覧・活用できる環
境を整えるほか、採点、授業準備、教材研究での活用を
進めます。
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